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環境基本計画 

上の位置付 

（目標）ＩＩ 持続可能な循環型社会の構築 

（施策）11 水循環の健全化と地盤環境の保全 

背景と目的（目標設定）  

 県内各地域の地下水質調査等を通じて環境基準を超過する井戸が多数報告されているが、実際にど

の深度の地下水が汚染されているか不明な場合が多い。そこで本研究では、県内各地域の地下水質

や実際に掘削した地質試料を分析し、地理情報システム上で地質情報や地下水質情報を整理･解析す

ることにより、地下水質の地域特性や実際に汚染物質を含んでいる地層を把握する。 

研究内容（緊急性･必要性、新規性･独創性）  

 水濁法地下水質調査と同一の地下水サンプルを対象として溶存イオン（Na
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2－など）等を分析した上で環境基準項目等の分析検査と

併せてデータベース化し、地下水質を総合評価することにより各地域の環境科学的課題解決を支援する。 

成果の概要（目標達成度）  

①地質及び地下水質に関する基本情報の整備と公表 

 研究を進める上で得られた各種地下水質データや地質情報については、「埼玉県地質地盤資料集

（改訂版）」を刊行し、情報公開をした。また、地質情報に関しては従来から運用していたインターネットを

通じたデータ閲覧システム（e～コバトン環境マップ）を全面的に更新し、新ウェブGISシステム（ArcGIS O

nline）を通じた新規公開を開始した。 

②地下水質の地域特性把握と総合評価 

・鉄やマンガンに着目した地下水質特性図を地下水の採取深度別に作成し、併せて県内各地域の地下

水質の特徴が分かる総括表を作成した。 

・掘削直後の地質試料を分析することにより、沖積層中の特定地層中に高濃度のヒ素が含まれているこ

とを確認し、帯水層との相対的位置関係が地下水中のヒ素濃度に影響することが判明した。 

・県北部の浅層地下水で電気伝導度が高めになっている地域があることからGIS上で解析したところ、

電気伝導度を上昇させる原因として農地からの付加が影響しているものと推察された。 

成果の公表（発表・投稿、講演会の開催、報道機関の活用、特許取得等）  
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【新聞･広報誌による公表】（2件） 

○日本経済新聞（平成25年5月1日「地盤情報を拡充･改訂」）、 

○東京新聞（平成25年5月15日「県発行『地質地盤資料集』異例の売れ行き」） 

成果の発展性（埼玉県(行政･地域)への貢献、技術発展・実用化、課題等）  

 【行政貢献】 

○本研究成果は、加須市内における地下水汚染調査（東部環境管理事務所）及び放射性物質を対象と

した地下水常時監視の調査計画（環境省･県水環境課）などに利用された。 

○地下水質データや地質データを収録した地質地盤資料集（改訂版）を関係課所等に無償頒布した。 

 《主な送付先と代表的な活用例》 

 ・環境管理事務所（7機関）・・・地下水汚染調査等 

 ・県土整備事務所（7機関）・・・道路、橋梁の建設等 

 ・建築安全センター（3機関）・・・建築確認申請等 

 ・浄水場（5機関）・・・浄水場や上水道幹線の保守等 

 ・下水道事務所（4機関）・・下水幹線の新設･保守等 

 ・農林振興センター（9機関）・・・圃場整備等 

 ・住宅課･警察本部施設課等・・・建築設計等 

【地域還元】 

 県立図書館や地域振興センターなど県内約20機関において地質地盤資料集の情報公開を実施した。 

 《地質地盤資料集の主な閲覧可能場所》 

 県立図書館（浦和、熊谷、久喜の計3カ所（当時））、議会図書館、県立文書館、県民活動総合センタ

ー、地域振興センター（南部、南西部、東部、県央、川越比企、東松山、西部、利根、北部、本庄、秩父

の計11カ所） 

 《地質地盤資料集の販売窓口》 

 県政情報センター、教科書を取り扱う書店など 

【研究発展】 

 本研究成果を踏まえ、科研費課題（基盤B)「地質地下水統合型地下環境情報システムの構築とそれ

を活用した地下水の最適管理（H26-30：研究代表）」の採択を受け、研究内容を発展させた。 

 

 

 


